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地域の皆さんと一緒に行ったしめ縄づくり

だいじょうぶ　かなしいときも　そばにいる
武蔵ヶ丘北小学校　３年　奥　唯
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部落差別をはじめあらゆる差別をなくす
第38回菊陽町人権子ども集会

　町の人権教育・啓発基本計画には解決すべき多くの人権課題があると記載されています。今回講演する
奥田さんは「現実には差別があるが、その人間が作った社会問題は人間の営みで解決できる」と話します。
部落問題や障がい者問題、在日外国人問題などの「差別解消の道すじ」を学び合いませんか。多くの皆さ
んの参加をお待ちしています。
日時　２月25日㈯　午後２時～４時（開場：午後１時30分）
場所　町図書館ホール　　主催　町
後援　町人権教育推進協議会、町ＰＴＡ連絡協議会、町同和問題を考える企業連絡会
内容　（１）オープニングコンサート
　　　　　出演：ちひろさん
　　　　　　　　（シンガーソングライター）
　　　（２）講演会
　　　　　演題「差別意識のカラクリ」
　　　　　講師：奥

おく
田
だ
　均
ひとし
さん

　　　　　　　　（元近畿大学人権問題研究所教授、
　　　　　　　　 現在近畿大学名誉教授）

菊
陽
北
小
学
校

「人権のまち菊陽フェスタ」のご案内 入場無料

新型コロナウイルス感染症の
感染状況によって、開催につ
いての変更がある場合もあり
ます。町のホームページなど
で確認の上ご参加ください。

　「第38回菊陽町人権子ども集会」が昨年の12月
３日㈯、開催されま
した。今年度も新型
コロナウイルス感染
症予防のため、各小
中学校で情報機器を
つなぎ、リモートで
開催しました。
　はじめに、事前の３回の実行委員会で話し合われ
た集会の目的が報告されました。
（１）一人一人が相手の気持ちを考えて自分から行動

する
（２）みんなが心から笑顔になるような行動をする
（３）悪口や暴力で伝えるのではなく、言葉で伝え合

える関係を作る
　次に、動画で右表の４小中学校が発表しました。
　それぞれの取り組みには参加者から時間が足りな
くなるほどの返しがありました。
　さいごに、○いじめや差別を他人事ではなく、自
分のこととして考え、自分の行動をふりかえってい
くこと。○お互いの思いを伝え合い、つながり合う

ことでいじめや差別
をなくす行動をしていくこと。○お互いのことを知
り合い、いじめや差別を許さないなかまをつくって
いくことを参加者で確認して集会を終えました。

菊陽中部
小学校

いじめや差別に気づく力を…（人権委員
会によるアンケート結果から学校の課題
を考え、全校で人権学習に取り組んだこ
と。）

菊陽南
小学校

安心して自分の気持ちを伝えるために…
（安心して自分の気持ちを伝えるために、
一人一人がどうすればよいか考え、取り
組んでいること。）

菊陽北
小学校

『大切な物』～「ミナマタ学習」から学
んだこと…（「ミナマタ学習」に取り組ん
で学んだことを自分たちの生活に生かす
ために行動していること。）

武蔵ヶ丘
中学校

みんなが自分のルーツに誇りを持って過
ごせる学校をめざして…（外国にルーツ
をもつ人｟外国籍の有無にかかわらず、
自分の親や祖父母などが外国籍であった
り、かつて外国籍であったりした人｠た
ちの事実や思い、そしてそのことから取
り組んでいること。）


